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SNS :      @kenchikuten      @kenchikuten      @kenchikuten_SNS :      @kenchikuten      @kenchikuten      @kenchikuten_

入場無料

関東学院大学　建築 ・ 環境学部
建築展

キ
セ
キ

主催 : 関東学院大学　建築 ・ 環境学部　建築 ・ 環境学科
共催 : 関東学院大学　燦葉会　燦建会、 横浜赤レンガ倉庫 1 号館（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団）
協賛 :

講演会のアドレス (zoom)、 web 建築展、 その他最新の情報は、 以下にてご案内します。

10:00-19:00

横浜赤レンガ倉庫 1 号館 2F スペース
2023 年 3 月 8 日 [ 水 ] ー 13 日 [ 月 ]
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せてくれる。 つなぐのは曖昧な境界から生まれる混沌。 それは不変の海に包み込まれ、 共に緩やかに移り行く。 そこには新たな創造の可能性が秘められている。 主に豊かな曲線と境目のない広がりのある空間、 象徴的な柱と壁、 建物を囲むスロープによって構成された RC 造 9 階建て、 横浜市中区海岸通を敷地とする海辺のアートセンターである。

。そこに、ふるまいの跡が蓄積し、場所となり、空間となるパビリオンを設計する。砂は様々なふるまいを誘発させ、惹きつけられた人々により砂の山は形を変える。次第に砂はスラブの隙間に落ちる。たまり方、削られ方、落ち方やそのリズム。ふるまいの跡が砂の流動にのって、内にゆっくりと蓄積される。生産性を重視された構築を否定し、人々のふ　まいで空間をつくる器となる。

「建築展」 は関東学院大学　建築 ・ 環境学部の学生による展覧会です。 学部設立 10 周年を記念する今回は、 前身の
工学部建築学科の時代、 そして会場を現在の横浜赤レンガ倉庫とする以前から通算すると、 本年度で 59 回目の開催と
なります。 学部 1 年から大学院までの学生たちが制作した作品、 および教育 ・ 研究活動を一堂に集め広く一般の皆様に
公開するとともに、 著名建築家による講演会、 大人から子どもまで参加できるワークショップ、 各授業の最優秀賞を集めた
講評会、 OB と学生の交流会などを企画しています。
本年度のテーマは 「軌跡」
今年度は建築 ・ 環境学部創立 10 周年という節目を迎えます。 この 10 年間の建築 ・ 環境学部が歩んだ “軌跡” をたどり、
これからも歴史を刻んでいくという思いから、 このテーマを選定しました。

企画

バーティカル ・ レビュー

常設ワークショップ　「あらはる。」

くっちゃべ　powered by Pechakucha

3 月 11 日  ［土］   10:00-15:00

開催期間内

3 月 10 日［金］   13:00-17:00 〔20 枚 ×20 秒プレゼントーク型イベント〕

ゲスト講演会
平田 晃久  氏

3 月 12 日  ［日］   15:30-17:00
「Discovering New」

1971 年大阪府に生まれる。 1997 年京都大学大学院工学研究科修了。
伊東豊雄建築設計事務所勤務の後、 2005 年平田晃久建築設計事務所を設立。 現在、 京都大学教授。
主な作品に 「桝屋本店」（2006）、 「sarugaku」（2008）、 「Bloomberg Pavilion」（2011）、 「太田市美術館・図書館」
「Tree-ness House」（2017）、 「八代市民俗伝統芸能伝承館」（2021）等。
第 19 回 JIA 新人賞（2008）、第 13 回ベネチアビエンナーレ国際建築展金獅子賞（2012、共働受賞）、村野藤吾賞（2018）、
BCS 賞（2018）、 日本建築学会賞（2022）等多数受賞。

安藤瑠美（フォトグラファー） 加藤直樹（建築家） 清水勇佑（KENKOMI）

久山幸成（Klein Dytham architecture）

村山徹（建築家）

野口理沙子 , 一瀬健人（イスナデザイン）豊田訓平 , 宮垣知武（HUB&STOCK）

吉田誠治（イラストレーター）

平岡諒太（建築家）

※ゲストプレゼンター（敬称略）

〔オンライン同時配信〕

私たちが歩く軌跡に沿って風船が浮かぶ。
風船には、 10 年目を迎えた建築 ・ 環境学部の学生たちの想いと、 建築展への来場者、 1 人 1 人の想いがのせられていく。
見て、 触って、 その風景を体感できる。

学部１年生から大学院生までの優秀作品を集めて開催する全学年講評会です。 建築 ・ 環境学部の教育の流れと内容を
見つめ直し、 これからの授業のあり方を議論します。

日野雅司（建築家）

会場案内

EV

受付
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1. デザインスタジオⅠ

2. デザインスタジオⅡ

3. 総合デザインスタジオ

4. 卒業制作

5. パッシブデザインスタジオ

6. 建築環境デザインスタジオ

7. 住宅設計スタジオ

8. 建築設計製図Ⅳ

9. 都市再生デザインスタジオ

10. 住宅インテリアデザインスタジオ

11. 建築再生デザインスタジオ

12. 地域施設デザインスタジオ

13. ハウジングデザインスタジオ

14. 研究室展示

15. 講演会スペース

16. 建築設計製図Ⅱ,Ⅲ
17. モデリングワークショップ
18. ビルディングワークショップ
19. ランドスケープデザインワークショップ
20.OB 展示
21. 論文


